
■2026年度　東邦大学付属東邦中・高等学校「夏の学問体験講座」

日付 時間 対象 定員 タイトル 講座内容

●薬学部

7月15日（水） 13:00～ 15:00
中学生・
高校生

20 薬学部
行方衣由紀
濵口正悟
関舞香

心臓が拍動する仕組みを学ぼう
心臓は一生涯拍動し続けて全身に血液を循環させる大切な臓器です。
本講座では、実際に拍動する心臓の様子を観察しながら、自律して拍動する仕組みや自律神経による制御などを解説します。

7月16日（木）  13:30～ 15:00
中学生・
高校生

20 薬学部
樋口　慧
清水真紀

「薬物が尿に出てくる仕組み」を調べよう。
体に入った薬物は、主に肝臓で無毒化（代謝）されるか、腎臓で尿中に排出されます。腎臓には、薬物を効率的に尿に排出する仕組みが備わって
います。本講座では、その仕組みを、ヒト腎臓のタンパク質を発現させたアフリカツメガエル卵母細胞を使って調べます。

●理学部

7月15日（水） 10:30～12:00
中学生・
高校生

30 生命圏 朝倉　暁生 あなたの選択、間違っていませんか？
ゲームから自然災害時の避難行動に至るまで、確率を伴う選択に おいて、時として人間は合理的でない判断をすることが行動経済 学という分野で
明らかにされています。なぜ、またどんな場面で 非合理的な判断をするのでしょうか？そして、どのような情報を 提供すれば正しい選択ができるの
でしょうか？みんなで考えてみ ましょう。

7月15日（水） 13:30～15:30
中学生・
高校生

20 情報 白石 路雄
プログラミングで体験する
CGアニメーションの原理

少しずつ変化する画像を連続して見ると、描かれているものが動いて見える、というのがアニメーションの基本の原理です。この講座では、ＣＧキャ
ラクターを動かすプログラミングを体験して、ＣＧアニメーションの仕組みをのぞいてみます。

　7月16日（木） 10:00～12:00
中学生・
高校生

16 生物分子 鹿島　誠 遺伝子発現を可視化してみよう
私たちの体の中には様々な種類の細胞が存在しており、細胞の種類ごとに機能している遺伝子が異なります。本講座では、プラナリアを対象に、遺
伝子発現を可視化する技術であるin situ hybridization法を用いて、幹細胞や神経細胞に特異的な遺伝子の発現を可視化することで、見えない細
胞の違いを明らかにすることに挑戦してもらいます。

●健康科学部

　7月16日（木）  14:00～ 15:30
中学生・
高校生

10 健康科学部
林華子

藤巻知美
子どもに起こりやすい事故と救急蘇生法

子どもの発達と起こりやすい事故の特徴について、講義や体験用教材（「チャイルドビジョン」、「チャイルドマウス」）の作成と演習を通して体験的に
学ぶ。また、事故により救急蘇生が必要になった場合の救急蘇生を、演習を通して体験的に学ぶ。

担当


